
詩 人 ボブ ・デ ィ ラ ン と現 代 のバ ラー ド

勝 部 章 人

ボブ ・ディランといえばエルヴィス ・プ レス リー、 ジョン ・レノン と並んで世界のポ

ピュラー音楽界は もとよ り、現代社会全体に も多大な影響 を与えた ミュー ジシャンとし

て一般 に認め られている。だが、ボブ ・ディランの音楽 または彼が語 りかける言葉 とは

いったいどのようなものか ということに関 しては一般的に案外知 られていないのではな

いだろ うか。そこで世界のポピュラー音楽界に君臨す る偉大 なアーティス トといった漠

然 としたディランではな く、仮に彼 を現代アメ リカの一詩人 して考 えれば どうなるのだ

ろうかを議論す るのがこの小論の 目的である。

彼は1960年 代初頭に当時爆発的な勢 いでア メリカ全土 を席巻 していたフォー ク ・ソン

グ ・リバイバルのブームに乗 って、アメ リカのポピュラー音楽界にデビューす る。その

後、排他的で了見が狭 いと感 じたフォー ク界に飽 きた らず、その世界 と決別 してロック・

アーティス トへ と脱皮 し、70年 代 にはロック界の大物 としての不動の地位 を築 き上げる

ことになる。そのころか ら音楽だけではな く、彼 のいわゆる 「歌詞」が さまざまなジャ

ンルの批評家や研究者によって取 りあげ られ評価 されるようになって くる。

ここでは、それぞれの批評 を概観す る暇 もない し、 この小論の 目的か らもはずれるの

で別の機会に護 り、具体 的な作品を取 りあげることによってデ ィランが作 った曲の中で

語った言葉 「歌詞」 をアメリカ現代詩 として考察す ることを試みたい。

バ ラー ドとは何か

1975年 に発 表 され たデ ィ ラ ン20作 目の ・Dθs加とい うア ルバ ムの 冒頭 に"Hurricane"

とい う作 品 があ る。 演奏 時 間に して約8分30秒 、 その歌 詞 は9行 か らな るヴ ァー スが11

連 な るか な り長 い もの であ るが ジ ョン ・ハ ー ドマ ンは この作 品は トラデ ィシ ョナ ルなバ

ラー ドか ら影響 を受 け てい る と捉 え、 その 「両者 には類似 した気質 や精神 の あ り方 、類

似 した世 界や 歌 の素 材 に対 す る姿 勢が あ る。 だか らこそデ ィ ランの作 品は、バ ラー ドの
(注1)

伝 統 を生 きた形 で永続 させ て い る と言 えるのだ」 と述べ てい る。 ハー ドマ ンが 言 うよ う
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に ここで取 りあげ る"Hurricane"と い うバ ラー ド風 の詩 の なか に、は た して トラデ ィ シ

ョナ ル なバ ラー ドの伝 統が色 濃 く生 き続 け て い るの だろ うか 。 その こ とを考 え るには ま

ず トラデ ィ シ ョナ ル なバ ラー ドとは何 か を再確 認 しなければ な らない。

バ ラー ドは大 き く二 つ に分 類す るこ とが で きるで あろ う。一 つ は、 中世 の あ る時期 に

ヨー ロッパ で生 まれ、15世 紀 に イ ギ リスに渡 り、1600年 代 後 半 にス コ ッ トラン ドで花 開

いた、 い わゆ る ミデ ィー ヴ ァル ・バ ラー ド、 も う一 つ は19世 紀 の終 りころア メ リカの地

方 の職業 集 団の歌 の なかで大 き く発 展 した、一 枚 の安 物 の紙面 に 印刷 され街 角 で売 られ

たブ ロー ドサ イ ド ・バ ラー ドで あ る。

ミデ ィー ヴ ァル ・バ ラー ドはア メ リカの民謡 学者F・J・ チ ャイル ドに よって収 集 、

整理 され305番 までの通 し番号 を付 け られ、後 にチ ャ イル ド・バ ラー ドと呼 ばれ る もの で

あ るが、 このバ ラー ドの特 徴 を ・4〃26沈伽Fo疏 五〇名6'.肋Eη(ツ6」 ρρ6伽 のBalladの

項 目でRogerdeV.Renwickは 次 の よ うに 四つ に分 け てい る。 その 中か らここに関連
　 　ラ

す る部分 を抜 き出 して並べてみることにす る。

Init'sBritishtradition,theChildBalladencompassedarangeoftopics...

(1>magicalandmarvelous

(2)romanticandtragic

(3)historicalandlegendary(balladsonactualevents,suchasabattleora

crime,oronhistorical-liketopics,suchasanexploitofRobinHood)

(4)humorous

さて上記のような要素が"Hurricane"の 詩のなかに見 られ るのか、さっそ く検討 して

みよう。これを一般的 な詩型に当てはめるならば、9行 か らなる11連 のスタンザか ら成

り立っているということにな り、各スタンザ ごとに物語が展開 した り、主人公であるハ

リケー ンの人物像が描写された りしている。その内容 を具体 的にみてみ よう。

この物語は、警察による犯人でっちあげ事件 なのであるが、第1ス タンザの最初の4

行でその事件の発端が語 られる。それは、 とある酒場で銃声が響 き、バーテンダーが血

みどろになって倒れているのを酒場の女が 目撃す るという衝撃的な場面で始 まる。 そし

て残 りの5行 では、この事件に巻 き込まれなければ世界チャンピオンになれたはずの黒

人ボ クサーが、警察 とい う権威の横暴によって無実の罪 を着せ らたとい うことの顛末を

いきな り冒頭で語 り、なぜ こんなことになったのかの一部始終 を後のスタンザで聞き手

に訴えかけ るという形が とられている。

第2ス タンザでは、事件現場 をうろついていた怪 しげな男 と酒場 の女が、 自分たちが

疑われないように と警察に通報 し、パ トカーが赤いランプ を点滅 させて駆けつけ る場面

一30一

酷○一胃●乱噸 噺恥 ・噛9,「9巴 ・ゆ蹄い凶^蝿 、虚醐鵜r-一 醐噌命一 欄噂凶師噸 購 斜榊 … 幽ρr-'艦 臼鰯腎'解 　 …



詩 人 ボ ブ ・デ ィ ラン と現 代 の バ ラー ド

が描かれ る。そ してこの事件 の現場がニュー ・ジャー ジ州であることをわれわれは知 る。

第3ス タンザでは、事件現場 とはまった く別の場所でハ リケーンというニックネーム

で ミドル級 タイ トル挑戦者の主人公ルー ビン ・カー ターが、友達 と ドライブ していてバ

トカーに呼 び止め られ る。 ここでディランは、パター ソンとい う町ではよ くあ る話なの

だが黒人はいざこざに巻 き込 まれた くなければ外出 しないほ うがいいなど、黒人に対す

る根強い差別がその街に代表 され るようにア メリカ全土に存在することを訴え、 この事

件 を人種差別問題 として捉 える。

第4、5ス タンザでは物語はさらに展開す る。この事件 を通報 した男は以前警察にや

っかいになった り、あまり信頼で きるような人物ではないが、その男が二人の犯人が逃

げてい くのを目撃 し、その一人は中肉中背(ミ ドル ・ウエ イ ト)で ニュー ・ジャージ州

ナ ンバーの車に乗 っていた と証言 し、酒場の女 もそれに同調す る。 この頼 りなげな証言

と、 ミドル級 と ミドル ・ウエイ トという符号 とニュー ・ジャー ジー ・ナ ンバーの車に乗

っていた というこ とで、ハ リケーンは犯人に仕立てあげられたのだ。 ところで、撃たれ

て死んだ と思われていた被害者は病院でまだ息があることがわか り、ハ リケーンはそこ

に連れていかれ、犯人か どうか首実験 され る。 しか し被害者ははっきりと、 この男では

ない とい うのである。 ここは前半のクライマ ックスで、デ ィランは被害者本人の証言を

取 り上げ ることで彼の無実 を訴 え、第一 スタンザで語 ったハ リケー ンはこんなこ とさえ

なければチャンピオンになれた男だ とい う主張 を繰 り返す。

被害者の証言でハ リケー ンにかけられた嫌疑は晴れたように思われたが、そ うではな

か った。 それか ら4カ 月後の経緯が第6、7ス タンザで語 られ る。ディランはゲッ トー

での暴動 のことに言及 し、それが きっかけで黒人に対す る風 あた りがまた強 くなったこ

とを示唆す る。 いずれに して もハ リケー ンに対する容疑が再燃する。 その頃ハ リケー ン

は南アメ リカでボクシングの試合 をし、例の通報者は相変わ らず泥棒家業 を続けている。

警察 はめんつにかけても犯人を挙 げることにや っきにな り、怪 しげではあるが白人であ

る通報者 と取 り引 きをすることで、黒人であるハ リケー ンを犯人にでっちあげる様子が

語 られ、この事件が人種差別 に根差 した ものであることが ここで も強調 され る。

第8ス タンザ ではハ リケーンことルー ビンの人物像 が語 られ る。彼 はボ クシングの試

合では闘争心 をむ きだしにす るが、試合が終わるとす ぐに郊外の リゾー ト地へ行 き静か

な ときを過 ごす とい うように、彼が穏やかなご く普通の人物 であることを印象づけ る。

そこで もう一度、 こんなもの静かな無実の男 を牢屋 にぶち込 んだのだ と警察の過 ちを非

難す る。第9、10ス タンザでは、彼の裁判がいかにいいかげんで不当なものなのかが具

体的に語 られ、黒人であ るが故に この ような不当な扱いを受 けなければならない、正義

はゲームで しかないよ うな国に住んでい ることが恥ずか しい と強い調子で盛 りあげ る。

そして最後の第11ス タンザでは、犯罪者が太陽の下で堂々 と暮 らし、無実の男が独房
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で孤独 に耐 えなけ れば な らない とい う不 条理 を語 る。 そ して これ こそが、 本来 な らば世

界チ ャン ピオ ンになれ た はず のハ リケー ン とい う男の現実 で あ る と締 め くくって い る。

以上 が"Hurricane"の 大 まか な 内容 であ るが、 前 出の トラデ ィ シ ョナル ・バ ラー ドの

カ テ ゴ リー に 当 て はめ て み る と、 い ちば ん ぴ った りきそ うなの は(3)のHistoricaland

legendaryで あ ろ う。しか し、ただ単 に この カ テ ゴ リー に該 当す るか ら とい ってデ ィラン

が トラデ ィシ ョナ ル ・バ ラー ドの手 法 をよ く知 ってい て、 その こ とを意識 して作 品 を書

いたか ど うか は、 は なは だ疑 わ しい。

それ で は ブ ロー ドサ イ ド・バ ラー ドの 方 は ど うだ ろ う。前 出のRonwickの 説 明 に よる
　　 ヨラ

と次 の よ うにな る。

Thesongstendedtobeonactualtopics-sensationalcrimes,militaryvic-

tories,accidentsanddisastersthatclaimedmanylives-butwereoften

imaginaryaswell,8Sρ8磁1砂whenthetopicswereaboutcourtshipandlove

relatiOnSingeneral.

そ して、 イ ギ リスか らや が て ア メ リカへ 渡 って か らの ブ ロー ドサ イ ド ・バ ラー ドの特 徴
(注4)

につ いてMalcomLawsJr.の 説 明 を引用 して次 の よ うに述べ られ る。

...balladsmadeintheUnitedStatesandCanadatendtofavormale

occupationalexperiences,principallyofoutdoor,laboringkind(suchas

cowboyingandlumbering),aswellasthemoresensationalsortoftopicthat

Lawsplacesincategoriesof"murderballads"and"balladsoftragediesand

disasters".

ブ ロー ドサ イ ド ・バ ラー ドの特徴 の 一つ であ る実 際起 こっ た トピッ 久 しか も殺 人 の よ

うな セ ンセ イシ ョナ ル な事件 を題 材 に して い る点 な どを考 慮 す る と、 な るほ ど"Hurri-

cane"は トラデ ィシ ョナ ル ・バ ラー ドとい うよ りはブ ロー ドサ イ ド・バ ラー ドだ といっ た

ほ うが しっ くり くるよ うに思 え る。 しか しデ ィ ランは本 当 に これ を手本 として作 品 を作

り上 げ た のだ ろ うか 。 この疑 問 を解 決す るため には ミュー ジ シャ ン としてのデ ィラ ンの

キ ャ リア を振 り返 る必要 が あ る。

ミ ュ ー ジ シ ャ ン 、 デ ィ ラ ン

ミュー ジ シャ ン と しての デ ィ ランにつ い て書か れ た書物 は数 多 くあ るが、往 々に して

一32一

榊 らト 棒 働囎噸 齢.輌 鴨.4《7昌."岬 嵐 馬噸卵,一 嚇 … 　 輔 鵜卵 噌 蝉c-↑ … 　 'm



詩 人 ボ ブ ・デ ィ ラン と現代 の バ ラー ド

彼の偉大 さや社 会的影響 力 の大 きさな どを強調 した ものが 多 く、彼 の作 品 その もの を冷

静 な 目で批評 した ものは数少 ない よ うに思 われ る。 その中の一つ に 『ロ ック偉 人伝 』 の

デ ィラ ンの作 品論が あ る。著 者のD・ ダル トン とR・ ケ イは彼 を天才 として では な く、

どこにで もい る普通 の人 間で ある とい う視 点 で捉 える。 そ してデ ィラ ンの初期 の作 品は

当時 の フォー ク ・ソングのイ ミテー シ ョンにす ぎない と断言 す る。 この批評 のなか にデ

ィランのバ ラー ドとは何 か を解 く鍵 が潜 んで い る。

その部分 は次 の よ うに書 か れ てい る。 「1960年 秋、 デ ィ ランはデ ンヴ ァー の ギルデ ッ

ド ・カー ター で ス トリップ ・シ ョウの合 間に歌 って いたが、 その ころ放 浪の フォー ク歌

手 ウデ ィ ・ガス リー を知 り、 彼 こそ 自分 の 目標 だ と思 った」 とその 出会 いの経 緯に触 れ、

ガ ス リーの持 つ ア メ リカ民 謡の エキ ス を吸収 し、「トラデ ィシ ョナ ルなア メ リカ音楽 の流
(注5)

れ を汲 む歌作 りが で きるよ うに な った」 と述べ る。 だか ら 「『トー キ ング ・ベ ア ・マ ウ ン

テン』や 新 聞記事か ら題 材 を とった 『ピクニ ック・マ サ カー ・ブルー ス』、 『トー キン グ・

ジ ョン ・バー チ ・パ ラノイ ド・ブルー ス』 の よ うなご く初 期 の曲 は完全 に ウデ ィ ・ガス
(注6)

リー の コピー だ った」 と断 言す る。

ウデ ィ ・ガス リー とは言 うまで もな く、 ア メ リカの フォー ク界 に君 臨 し、 多 くの作 品

を残 し後進 に 多大 な影響 を与 えた大 御所 で あ るが、 ブ ロー ドサ イ ド ・バ ラー ドの こ と も、

もちろん よ く知 ってい たであ ろ う彼 は どの よ うなバ ラー ドを作 ったのだ ろ うか。彼 の伝

記的 エ ピソー ド集 の著 者 で彼の友 人で もあ ったエ ド ・ロビンの 『わが心 の ウデ ィ ・ガス
(注7)

リー』 の 中でガ ス リーは次 の よ うに語 って いる。

「ちょっ と した歌 を作 った んです。ぼ くは友達 のエ ドと番組 を聞 いて い るすべ ての人

の ため に歌 いたい と思 い ます。 それはや って もいな いこ との ため に20年 間 も牢 に入

れ られ て、 ち ょ うど出て きたばか りの トム ・ムー ニー と言 う人 の歌 なんです」彼 は

トム ・ムーニー のバ ラー ドを歌 い、 ムー ニー事 件 のすべ て と彼 を救出す るため の長

い闘 い を語 った。 それか ち、 くつ ろいだ と りとめ な い話 を挟み なが ら、 い くつか の

ダ ス トボ 　 ル

砂 あ ら しのバ ラー ドを歌 った。

ムーニー の事 件 とは1916年 サ ンフラ ンシス コで起 きた でっ ちあげ事 件 で、 ムー ニーは

当時 サ ンフ ランシス コで一 番優 れ た労働 運動 の指導者 といわれ ていたが、パ レー ド中の

ダイナマ イ ト爆破事 件 の犯 人 に され22年 間監獄 で過 ご した人物 であ り、 ガス リー は これ

を題 材 にバ ラー ドに仕上 げ たので あ る。

デ ィラ ンの"Hurricane"も 実在 の人物 、元 ミ ドル級 のプ ロ・ボ クサー 「ハ リケー ン」・

カー ター とい う無実 の人間 につ いて語 った もの であ りガス リーか らの影響 は否め な いで

あ ろ う。余 談 であ るが この作 品が きっか けで76年 にハ リケー ンに対す る再 審が認 め られ
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85年 に は晴 れ て 自由 の身 となった とこの作 品が 入 ってい るアルバ ムの ライナ ー ・ノー ツ

に書 かれ てい る。

一 方、 「砂 あ ら しのバ ラー ド」 とは、 ス タインベ ックの 『怒 りのぶ どう』 に描 か れ た、

い わゆ るオー キー(オ クラホマ か ら来 た移 動労働 者)の 苦 しい生 活 を描 い た もの で あ り、

当 時 の ア メ リカの厳 しい現 実 を弱 者 の 立場 か ら歌 っ た作 品 で あ っ た。 そ して"Hurri-

cane"も 弱者 の 立場か ら描 かれ た作 品で あ る。

以上 見て きた よ うに、 デ ィランのバ ラー ドへ 直接影 響 を与 えたの は、 ミデ ィヴ ァル ・

バ ラー ドで もブ ロー ドサ イ ド ・バ ラー ドで もな く、ア メ リカの弱者 の現実 を描 い たウデ

ィ ・ガ ス リー のバ ラー ドなので あ る。

さま ざまなバ ラー ドを通 して デ ィランのバ ラー ドとは何 か を探 って きたが、 その影響

を直接受 け たのは ウデ ィのバ ラー ドであ るこ とは分 か った。 では デ ィランのバ ラー ドは

ガ ス リー のバ ラー ドの単 な る コピー にす ぎず、ハ リケー ンの 無実 を世 間に訴 え るために

作 られた にす ぎない のだ ろ うか。 さ らにデ ィランの キ ャ リア を振 り返 ってみ よ う。

デ ィランの ミュー ジ シャ ン として の全 盛期 の キ ャ リア は次 の よ うに分 け られ る。

① フォー クの寵 児時代(1962-64)

最初 の アルバ ムBoδ ρ吻 η以 降

② ロ ック ・ス ター 時代(1965-1975)

Bγ勿9勿gπ ・4111Bα6々Ho祝 ε以 降

③ 音楽 の ジャンル を超 えた存在 と しての ボブ ・デ ィラ ン時代(1976-1979)

D6s吻 以降 キ リス ト教 に改宗 し宗教 色 の濃 い作 品 を作 るよ うにな る まで

① この 時代 は前 に述べ た よ うに ガ ス リー との出会 いか ら始 ま り、 『ロッ ク偉 人伝 』に よ

る と、「自作 の歌詞 を古 いフォー クの旋律 に合 わせ るこ とに よって、彼 は新 た な民謡 らし

さ を付 加 し、60年 代 の 反体 制運 動 と理 想 的に結 び付 い て、 『風 に吹か れて』に代 表 され る

よ うな反体 制 派 を代 表 す るシ ンガー ・ソン グライ ター としてその時代 の寵 児 とな った」

時代 であ る。

② ところがBγ 勿gづηgl'・4〃Bα 説Ho〃z6の アルバ ムで デ ィランは突然 フォー ク ・フ

ァン を裏 切 りロ ッ クに 乗 り換 え る。 その 直後 に発 表 され、彼 の代 表 作 の一 つ に な っ た

"LikeaRollingStone"で ロッ ク ・ス ター の道 を歩む こ とにな る
。 そ して ロ ック とい う

その 当時 の若 者 の間 で よ り普 遍性 を持 って いた音楽 を通 して フォー ク時代 よ り幅広 い大

衆 に訴 えかけ る機 会 を得 るこ とに な り、 『ロッ ク偉 人伝 』の言葉 を借 りれ ば 「彼 は反体 制
く　 の

を大 衆化す る媒体 にな った」 のだ った。 この こ とは ウ ッ ドス トック ・コンサ ー トの新 し

い世代 に よってデ ィ ランが 「自分 たち を代 表す るアー テ ィス ト」 として認め られ た こ と

に よ り、彼 の ロッ ク ・アー テ ィ ス トとしての不動 の地位 が確 立 され たこ とを物 語 る もの

であ った。
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詩 人 ボ ブ ・デ ィラ ン と現代 のバ ラー ド

③Dθ5勿 は60年 代 の プ ロテ ス ト・ソ ング を彷 彿 とさせ る意 欲 的な もの として世 に問 わ

れ た。作 詞 をオフ ・ブ ロー ドウエ イの劇 作 家 であ るジ ャ ック ・レヴ ィ との共作 に したこ

とか らデ ィ ランの力 が弱 ま って い る とい う批 判 もあ るが、 この作 品 ほ ど彼 の本質 が よ く

現 われ て い る ものは ない と思 われ る。彼 の本 質 とは何 か につ いて考 え るため に はア メ リ

カのバ ラー ドには もち ろんの こ と、 ア メ リカの フ ォー クロア全体 の 中に あ るも う一 つ の

伝 統 にっ いて考 え なけれ ばな らな い。

ア メ リカ ・フ ォー クロ ア の も う一 つ の伝 統

ア メ リカの フ ォー クロアの 中で しば しば描 かれ る主人公 としてユ ニー クな存在 は、 い

わ ゆ るア ウ トロー た ちであ るが、 なぜ この よ うな一 見反社 会的 に見 え る存在 が ヒー ロー

として大衆 に受 け 入 れ られ るのだ ろ うか。 ア ウ トロー の代 表 として最 も有名 な ジェ シ

ー ・ジェイム ズ を例 に とって考 えてみ よ う。津神 久 三 はその著 書 『フ ロ ンティア の英雄

た ち』 の中 でフ ラ ンク とジェ シー ・ジェー ム ズの兄 弟が ア ウ トロー に な らざる をえなか
(注9>

った必然性 につ い述べている。「1865年南北戦争は北軍の勝利の うちに慕を閉 じた。フラ

ンクは傷ついてヤ ンキーに降 り、ジェシー も腹 に負傷 し、 ともに ミズ リーに帰 ったが、

二人は傷癒 えぬ傷兵 として敗戦の屈辱 の中に身を置 く悲哀をしみ じみ と味わったにちが

いない。」

しか し南部のゲ リラ組織に所属 していた二人に対する仕打 ちは過酷なものであった。

彼等の故郷 である ミズ リー州の市民、正規軍将兵に対す る処置でさえも過酷な ものであ

り、 ましてやゲ リラの ような 「不正規 軍将兵に対す る処置はほ とん ど報復行為そのもの

であった。… 戦時中、 ミズ リー一帯 を荒 しまわったクワン トリル ・ゲ リラ隊の残党、

ジェームズ兄弟やヤンガー兄弟 たちが血 と暴力のキャ リアをとどめ ることがで きず、戦

後 もアウ トローの生活に突っ走っていったの も、 またその同情者が彼等に支援の手 を差
(注10)

しのべたの も、 きわめて好意的にみれば理 由のわからないこ とではない」 と述べ ている。

勝利者側 である北部のアメ リカ政府からみれば ジェームズー味はアウ トローであるが、

見方をかえれば、事態は逆転す る。すなわち、「南部支持派には政府に対す るレジスタン

ス的空気があ り、飽 くなき利潤 を追及 し続ける銀行、鉄道、エ クスプ レス業に対する憤

りが渦巻 いていた。 こういった反感が南部の 『失われた大義』 と結びついて、ジェーム
(注11)

ズたちへの同情派を生んだのである」 と津神は続ける。 その同情派の心情 を南部派の諸
ダ イ ム ノベ ル

新聞が煽 り 「南部派の読者の心に大 きな波紋 を呼び起 こし、その後通俗小説の筆者が民

間伝 説をふ くらませ、 さらに南部に同情的な史家 たちの筆によって 『ジェームズ神話』

は成立 した」 とい うタルサ大学、歴史 ・政治学の教授 ウィ リアム ・セ トル ・ジュニアの

説を紹介 しなが ら結論づ けている。
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こ こに、体 制側 か らはア ウ トロー の焼 き印 を押 されて はい るが、非支 配者 の大衆側 か

らみれば ヒー ロー以外 の何 者 で もない とい う独特 の英雄 物語 の一 つ のパ ター ンが成 立す

る。 デ ィ ランは この よ うな大衆 に支持 され る現代 の ア メ リカ ン ・ヒー ロー を描 こ う とし

たので はな いだ ろ うか。

"Hurricane"は60年 代 の時事 問題 を取 りあ げ た もので あ り
、 当時 の用 語 を用 いれば、

一見 ウデ ィ ・ガ ス リー のバ ラー ドを現代風 に ア レン ジ した トピカル ・バ ラー ドであ るよ

うにみ え る。 直接取 りあげて い るテーマ は人種差 別 問題 であ り、体 制 に対 して不信 感 と

憤 りをぶ つけ てい るよ うに思 え る。 しか し、 この作 品は それ だけに留 まる こ とはな い。

デ ィランの まな ざ しは事件 その ものだけ では な くヒー ロー 自身の上 に も向 け られ て いる。
(注12)

彼 は第8ス タンザ で次の よ うに歌 う。

Rubincouldtakeamanoutwithjustonepunch

Butheneverdidliketotalkaboutitallthatmuch

It'smywork,he'dsayandIdoitforpay

Andwhenit'soverI'djustassoongoonmyway

Uptosomeparadise

Wherethetroutstrealnsflowandtheairisnice....

彼 はプ ロ ・ボ クサー で あ り当然一 撃 で 人 を倒 せ る力 は持 って い るが、仕 事 の時 だけ しか

そ の力 をふ る うこ とは な く、普段 は もの静 か な時 間 を好む普 通 の人 間であ るこ とをデ ィ

ランは語 る。 デ ィランのハ リケー ンに対す る同情 心 だけ では な く、好意 が感 じられ る部

分 であ る。 とこ ろでデ ィラ ンが この よ うな こ とを語 りかけ よ うと した対 象 であ る大 衆 と

は い ったいだれ だ ったの だ ろ う。

60年 代 、公 民権 運動 が 高 ま り、ベ トナ ム戦争 に対す る反 対の 声が巷 の、特 に若 者の 間

に沸 き上 が ってい た。彼 等は 当時 のア メ リカ政府 とい う体制 に不 満 を抱 き、 や り場 の な

い気持 ちのは け 口 を何 か に求め て いた。 デ ィラ ンは この よ うな新 しい時代 の大衆 、す な

わ ち戦後生 まれの新 しいジ ェネ レー シ ョンの若者 たちに 向か って語 りかけ たの だった。

自分 た ち も多か れ少 なか れ体 制側 か ら不 当に と り扱 われ てい る と感 じてい た この よ うな

大衆 に とって、 黒人 で あるか ら とい うこ とで、 で っち上 げ事 件 に巻 き込 まれたハ リケー

ンに同情 的に な るの は ご く当然 の こ とで あ る。体 制側 か ら見れ ば偽 りのア ウ トロー 、 し

か しその体制 に批 判 的 な大衆 の側 か ら見れ ば ヒー ロー 、 その よ うな現代 の ア ウ トロー ・

バ ラー ドを彼 は作 ろ う としたの では ない だろ うか 。弱 者の立場 に立 った、 または その立

場 か ら見 た英雄物 語 、 そ して その ヒー ロー として、黒 人の プ ロ ・ボ クサ ー はいか に も現

代 ア メ リカに おい てそれ を描 くの に うってつ けの人物 で はな いか。"Hurricane"は ア メ
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詩 人 ボブ ・デ ィラ ン と現 代 の バ ラー ド

リカ とい う世 界の縮 図の よ うな場所 を舞 台に して描 かれ た、 ボブ ・デ ィ ラン独 自のバ ラ

ー ドなの で あ る。

詩 人 ボ ブ ・デ ィ ラ ン

さて、"Hurricane"を 通 して デ ィ ラン独 自のバ ラー ドの特 質 を明 らか に したのだ が、次

に デ ィ ラン とい う詩 人 に焦点 を当 てて、 さ らに彼 の詩 の本 質 を探 りたい。 デ ィ ランは フ

ォー キー か らロ ッ ク ・ス ター へ の転機 となっ たB珈g勿g1'、411、Bα 盈Hg〃26の アルバ

(注13)

ムの中に挿入 した、詩 とも独 白ともとれ る文章のなかで自分の気持 ちを吐露 している。

_asongisanythingthatcanwalkbyitself/iamcalledasongwriter.a

poemisanakedperson

...somepeoplesaythatiamapoet...

ここで彼が言お うとしてい るのは次のようなことであろう。 自分 はソングライター と呼

ばれているし、 また自分のこ とを詩人だと思 って くれる人 もいる。 どちらも否定す るこ

とも肯定す ることもない。「裸の 自分 その ものが詩である」と言ってい るように、人が彼

を詩人 と呼ぼ うが何 と呼ぼ うが問題 ではない。 だがそうは言 うものの、 この文か ら逆に、

自分 が詩人であ ることをかな り意識 していることがわか る。そ うでなければわざわ ざこ

んなことを言 う必要 はないか らであ る。彼は詩人 として、詩 を創作す ることをもくろん

でいるのである。デ ィランの書 いた ものが詩なのか、そ うではないのか とい う議論は、

アメ リカ現代詩 の批評家サラ ・デ フォー ドが言 うように、彼が何 をも くろんだかに よっ
　 　の

てお のず と答 えが 導か れ る。 す なは ち ソン グ ライ ター で あ る と共 に詩 人 で あ る と自認 し

て いれば、 その詩 人が 書 いた もの は詩 と して取 り扱 われ るべ きもの で あ る。

さて こ こで詩 人 デ ィ ラ ンの 本 質 を探 るた め1物S加 〃6S勧1勿6と い うア ルバ ム を取 り

あげ た い。 これ は1969年 の作 品 であ るが、 この年 は社 会 的 に見 れば ア メ リカに とって、

60年 代 とい う激 動 の時代 と70代 とい う斜 陽 の時代 の 境 目で あ り、 デ ィラ ン個 人に とって

も陰 りの 見 え始 め た ロッ ク ・ス ター か ら次 の段 階へ の移行 期 とな った象徴 的 な年 で あ っ

た。 この ア ルバ ムに入 ってい る10曲 中"GirlfromtheNorthCountry"と い う初期 の 曲

をカ ン トリー 界 の大 御 所 ジ ョニー ・キ ャ ッシュ とデ ュエ ッ トした もの を除 いて、9曲 が

典 型的 なカ ン トリー 風 の 曲作 りに な って い る。詩 の内容 もほ とん どが カ ン トリー お得 意

の失恋 の歌 であ る。 た とえば、"OneMoreNight"の セ カン ド ・ヴ ァー ス は以下 の よ う

(注15)

に歌 われ る。
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Oh,it'sshamefulandit'ssad

IlosttheonlypalIhad

Ilustcouldnotbewhatshewantedmetobe

Iwillturnmyheaduphigh

Tothatdarkandrollingsky

Fortonightnolightwillshineonme

未練 が ましい男 のセ ンチ メン タル な失恋 の歌 、 これ は まさ し くカン トリー音楽 その もの

で あ り、 しか もカ ン トリー 音 楽 の メ ッカであ り、 この ア ルバ ムの タ イ トル に もな ってい

るナ ッシュ ヴ ィルの ミュー ジ シャ ンをバ ッ クに歌 われ るので あ る。 そ して その ジ ャケ ッ

トには ウエ ス タン ・ギター を片手 に持 ち、 もう一 方 の手 をテ ンガ ロ ン ・ハ ッ トの縁 にか

け て愛想 よ くこち らに微 笑み か けて い るボブ ・デ ィラ ンが 写 って い る。 彼 の満 ち足 りた

表情 、 自然 な振 る舞 いか ら、 また この 中に収 め られ た作 品 と、 非常 に リラ ックス して録

音 され た と思 わ れ る演奏 を聞 い て いる と、 ボブ ・デ ィ ラン こ と ミネ ソ タ生 まれ の ロバ ー

ト ・ア レン ・ジ ンマー マ ンのルー ツは こ こに あ るの だ と確信 で きる。

カ ン トリー ・ミュー ジ ッ クは 言 うまで もな くナ ッシュ ヴ ィル を中心 と した南部 の 白人

の音 楽 で あ り、 言 いか えれ ば非常 に ロー カル な もの であ る と言 えるだ ろ う。 彼 がア コー

ス テ ィ ッ ク ・ギ ター を捨 て て了 見の狭 いフ ォー ク界 を抜 け出 し、 エ レ ク トリッ ク ・ギ タ

ー に持 ちか え て入 って い った ロ ッ ク ・ミュー ジ ックは、 ア メ リカだけ には とど まらず全

世 界の特 に新 しい世代 の なか に 急激 に浸透 して い った。 この 音楽 は非常 に グロー バ ル な

普遍 性 を持 つ もの となっ たの であ る。

デ ィ ラン とい う詩 人 の 中に、 この ロー カ リズ ム とグ ロー バ リズム とい う一 見 矛盾 した

ものが不 思議 な形 で混在 して い る。 彼の詩 には必 ず故郷 と しての ア メ リカが あ り、 その

一 方 で世 界 の大 衆 の共感 を得 る こ との で き る普遍 性 を も持 ちあ わせ て い る。

さて、 再 び、 一 見 あ りきた りな トピカル ・ソ ン グに見 え る"Hurricane"で あ るが 、 こ

れ は ただ単 に 人種 差別 問題 に対 す る反対 の姿 勢 を声 高に 叫ん で い るだ け では ない。 ニ ュ

ー ・ジ ャー ジー州 パ ター ソ ン とい う小 さな町 を舞 台 に しては い るが、 そ こで描 こ うと し

て い る ものは世 界 の大衆 に支 持 され る現代 の英雄 の 姿 なの であ る。彼 は ア メ リカの どこ

にで もあ る よ うな街 の光 景 をい きい き と描写 し、 事件 に巻 き込 まれ なけれ ば チ ャン ピオ

ンに なれ たか も しれ ない男 を、 愛情 を持 って語 るこ とに よ り、弱 者の 立場 か ら見 た現代

の 英雄 とは何 か をわれ われ に問 いか け る。

そ の語 りが 聞 くもの の共 感 を呼 び、バ ックの音 楽 が その効 果 を盛 り上 げ る。"Hurri-

cane"は ま さにデ ィ ランに しか作 るこ との で きない、 ア メ リカ、 そ して世 界 の詩 であ る。
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